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人文社会学部 社会学科  

教授 大 関  雅 弘 
（男）  

（オオゼキ マサヒロ）（Masahiro Ohzeki） 

   

◆ 学 位 
学 位 名 文学修士 東北大学  

取得方法 課程 昭和 57年取得  

◆ 学 歴 
大 学 東北大学文学部哲学科社会学専攻 

大 学 院 東北大学大学院文学研究科博士後期課程社会学専攻 単位修得後退学 

◆ 学 内 職 務 

（2020年度） 

 教務委員  FD委員 

    

◆ 担当授業科目 

（2020年度） 

 社会学理論Ⅰ・Ⅱ  社会意識論 

 現代社会論  社会学概論 

◆ 職務上の実績に関する事項（資格,免許,特許,等） 

  

◆ 専門研究分野 ◆ キーワード 

社会学理論 現代社会論 
 M．ヴェーバー  市民社会 

 エートス  後発資本主義国 

◆ 研 究 概 要 

M．ヴェーバーの社会理論に基づく後発資本主義国における市民社会形成の問題の検討。とく

に現代の西欧および日本における「社会」のあり方について、その相違と共通性から考察を

行っている。 

◆ 所 属 学 会 
 日本社会学会  日本社会学史学会 

 社会文化学会  東北社会学会 

◆ 主要著書（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

 
現代社会への多様な眼差

し 
共 平成 29年 3月 30日 晃洋書房 

 
学生と市民のための社会

文化研究ハンドブック 
共 

令和 2年１月 30日 

 
晃洋書房 

◆ 主要論文（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

 
社会学における「行為」

概念をどう教えるか 
単 平成 29年 3月 25日 

『教育研究実践論集』第３号、四天王寺大学 

 

 

社会学理論―「社会」を

理論によって捉えるとは

― 

単 平成 29年 3月 30日 『現代社会への多様な眼差し』、晃洋書房 

 
社会意識論―「当たり前

のこと」の根拠を問う― 
単 平成 29年 3月 30日 『現代社会への多様な眼差し』、晃洋書房 

 日本の市民社会のいま 単 令和 2年 3月 30日 『社会文化研究』第 22号、社会文化学会 

◆ その他（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

 
「社会文化」概念とその

方向性 
単 平成 22年 12月 12日  社会文化学会全国大会報告 

 

（書評）竹内真澄『諭吉

の愉快と漱石の憂鬱』（花

伝社）を読み解く 

単 平成 26年 7月 30日 『市民の科学』（2014第 7号、晃洋書房） 

 


